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  海外セミナー（店長コース）報告 
第７６回Ａコープ店舗海外セミナー（店長コ

ース）のアメリカ小売流通視察セミナーが平成

２０年２月１３日（水）～平成２０年２月１９

日（火）の５泊７日の日程で行なわれました。

近年のアメリカ経済は順調で、住宅関連業界の

好調さにあわせライフスタイルに合わせた住

宅開発もおこなわれ、生活関連施設と店舗をつ

くりその周りに街を作るという大規模な開発

も行なわれ小売売業業界も順調に業績を伸ば

していた。しかし、ここにきてサブプライムロ

ーンの破綻による金融不安、石油原価の高騰、

穀物市場の高騰、これに関連した原材料の値上

で順調であった個人消費が低迷し消費の冷え

込みが予測される。今回の海外セミナーは、こ

のようなアメリカ経済のなかでスーパーマー

ケット業態がどうなっていくのかを見る機会

にもなった。 
【進化する店舗】 店舗は進化していた。 
（１）売り方の進化。小売業界ではウォルマー

トの強さは圧倒的であり、低所得者層にとって

は欠かせない存在です。それでも単なる安売り

ではなく品揃えの広さ、深さという点も追求

（オーガニック商品も積極的に導入）されてい

た。一方で、効率を追求した什器の導入もおこ

ない売場は着実に進化していた。（２）質の進

化 ホールフーズの店舗づくり（レイアウト、

売場のムードと演出、照明、機能什器、販促資

材、コア売場づくり）が業界の先端になってい

る。ヘルシーという概念で食のエンターテイメ

ント、ライフスタイルに合わせた売場、食事の

場の提供による売場の質が進化。（３）品揃え

と演出の進化 トレーダージョーのＰＢの開

発と売り方（手作りＰＯＰとコメント）の進化

（４）地域密着の企業戦略の進化 ステーター

ズブラザーズ、ナゲットマーケット、バークレ

ーボールのようなローカル企業が地域に密着

した品揃えとそこで働く従業員の意識（企業の

従業員を大切にする姿勢と働きがい）の高さに

よる売場づくりの巧みさに進化を見た。 
【繁盛店舗】 （１）健康をテーマにし、エン

ターテイメントで支持されるホールフーズ

（２）低所得者層から高所得者まで価格で支

持をされるウォルマート（３）価格と売り方

で支持されるウインコーズ（４）地域密着に

よる品揃えの広さと深さ、売り方で支持され

るバークレーボールの４店舗は非常に繁盛

していました。あわせて（４）ＰＢの信頼と

演出で支持されるトレーダージョー（視察し

た店舗はそれほどでもなかったが・・） 
【キーワード】 

エンターテイメント（食の創造と食するこ

との楽しさ、このための買い場、ショッピン

グの楽しさの提供）、オーガニック、ヘルシ

ー、ライフスタイル、パーソナリティ（個へ

の対応）、バルク販売（お好きな量だけどう

ぞ）  
これらを代表する圧倒的な青果（プロデュー

ス）売場の存在  （１）鮮度のアピール（２）

カラーコントロール（３）壁面の立面体演出

（定番売場）、（４）オーガニックコーナーの



充実 
【目についた、陳列、演出技術そして 事】 
（１）ホールフ

ーズでみた

曲線を活用

した売場 
①曲線という

ソフトなボリ

ューム感で人の流れを誘導する。その流れが

楽しさを感じさせる。 
②ホールフーズ 青果の定番コーナー 
③グロッサリーのエンドからの続きのゴン

ドラ什器を流

線型にして定

番内部へお客

さまを引き込

む。 
④そして定番

売場でのエクステンド陳列 
（２）オーガニック商材の多用 

①青果のオーガニックコーナーと商品対応 
②一食加工食品におけるオーガニックの差

別化商品の採用⇒ＰＢでの活用（セーフウ

ェイ ０商品 e 商品 オーガニック、Ｅ

ＡＴＩＮＧ ＲＩＧＨＴ商品）、トレーダ

ージョズのＰＢ。 
（３）ライフスタイルに合わせた買物売場の提

供（ベークタイム、ランチ、ランチア

ンドディナー、デイリーチョイス、ス

ナックタイム、ホームケア、ペットケ

アーなどの通路名称）  
①大はショッピングセンター形式（ビクトリ

アガーデンモール）とまちづくり 
②小は店舗のムードとレイアウト（セーフウ

ィライフスタイル２）に見るスタイル。 
   １）店舗レイアウトとゾーンレイアウト、

品揃えで表現 
   ２）デリコーナーによるイートインコー

ナー 
３）圧倒的チーズの品揃えとワイン売場

のコラボ 
 ５）バルク販売の多用（アイテムの多さ、

果実、乾物、お菓子、コーヒー） 
 ６）ＨＭＲの充実（アイテム、各国の調

理（寿司、イタリアン、メキシカン、

インド料理、・・、スープ、ケーキ、ア

イスデザート類まで）、 
（４）視察したほとんどの店でセルフレジがあ

った。 
（５）クレンリネスの常識、間接照明の活用（店

内ムードと商品の演出効果） 
【バークレーボール（サンフランシスコ）】 
地域密着と品揃えの濃さ、売り方（バルク販

売）による繁盛

店舗の実態 
  大胆な陳列、

平台 1つをワン

カラーで演出

（オレンジ類）、

1 台を 1 カテゴリー（リンゴ類）、あるいは

一台同アイテムでの陳列（トマト）、大胆な

陳列（大胆なフェイシング）、圧倒的陳列量

とボリュームで買う意欲をそそる。 
 （１）地場の品揃えと世界の商品（日本食も

充実豆腐、調味料、酒、味噌、油揚げ、大

福まである、そしてチーズ、）世界の野菜

と世界の果物

の品揃えで広

さと深さを見

事にマッチン

グ 
（２）青果売場

は店内で作業、パッキング、トリミング、

袋詰めそして陳列、売場でのお客さまと

の会話、親しみと活気、市場感覚もあり

独特の雰囲気が出来上がる。 
（３）いろいろなものが計り買いできる。

（レジでよく精算ができると思うが・・） 
【その他】 
（１）入口での商品アピールと季節催事の取



り組み（ナゲット） 
（２）細かいところでの関連陳列 
（３）.オーソドックスなゲルソンの陳列技術、

オーソドックスであるが洗練された青

果の陳列、一食定番売場のカラーコント

ロールと棚割り、商品構成 
（４）.補助食品（サプリメントコーナー）と

青果売場の組み合わせ 
（５）一食定番売場 の販促（販促器材、

ｐｏｐの活

用）、生鮮売

場の下段Ｐ

ＯＰ（俗にい

う立寄りＰ

ＯＰの採用）

何故か日本で活用している販促資

材、什器がとても多く見られ（この

ような技術は日本の方が進んでい

るかも知れない）。 
今回の海外セミナーも得るものは多かっ

た。アメリカでも大手チェーンの均一化された

売場作りが目立つ。そのなかで今回視察したロ

ーカルチェーンＳＭが独自の店作りをし、生き

残りをかけすばらしい売場を作っていた。そこ

には変わらぬ企業理念とお客さまへの思いが

ある。そして何よりすばらしい事は、そこで働

く従業員が楽しく働き、自分のお店に対し誇り

を持っていることです。それがお客さまに伝わ

り支持されている第一の要因になっている。視

察した私たちにも、それは直ぐに感じ取れた。                

（杉田）

通信教育受講生募集案内 

“知識は力” 毎日の仕事をさらに充実させましょう。自らスーパーマーケット・

店舗運営の知識を学び、資質の向上と業務レベルのアップをはかるための第１５

回店舗通信教育は、平成２０年４月よりスタートします。 
１．開講コース： 

・［第１５回］店舗初級通信教育コース(対象は店舗業務の初任者) 
・［第１５回］店舗中級通信教育コース(対象は部門主任および部門主任候補者) 

２．開講月と受講期間： 
・平成２０年４月開講、受講期間 初級 3 ヶ月、中級 4 ヶ月 

３．受講科目： 
・ 店舗初級通信教育 

第１単元  スーパーマーケットの基礎知識   
第２単元  売場運営の基本    第３単元  店舗の数値          

・ 店舗中級通信教育 
 第１単元  販売管理と競合対策    第２単元  部下育成と作業管理 

   第３単元  計数管理［Ⅰ］        第４単元  計数管理［Ⅱ］ 
＊別紙での追加内容 
・顧客満足とクレーム・ 1 日の業務の流れと管理ポイント・ 魅力ある売場づくりと

販促 ・ 在庫コントロールと仕入れ 
４．受講料：初級、中級とも１８，９００円（消費税含む） 
５．受講申込み：Ａコープ店舗通信教育申込書(別紙)に必要事項を記入の上、会社（県本

部）に提出し、担当窓口の方は申込書をとりまとめて、(社)農協流通研究所  店
舗研究部にご送付いただきます。 

別紙 ６．受付締切日：平成２０年 ３月１４日（金曜日）まで。 

７．受講料  ：１８，９００円 

＊詳しいことは、通信教育要領をお読みくださるか、農流研〔杉田〕まで問合せ下さい。 

 


